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修理サービスを依頼する前に

仕  様

こんなときは 調べるところ 処置のしかた

飲料の味がまずい

飲料の味が薄い

飲料の味が濃い

● コントローラーの湯・水・原料の量は適切です

か？

● 湯・水・原料の量を、お好みの味となるように

再設定してください。

● 原料容器出口がつまっていませんか？ ● 湿気が多いと出口がつまることがありますので、

原料補給時につまりを取り除いてください。

● 原料シュートは取り付けてありますか？ ● 原料シュートを取り付けてください。

 原料シュートがないと原料が飛び散ります。

● 原料は充分入っていますか？ ● 原料を補給してください。

● 原料の種類をかえていませんか？ ● 指定の専用原料をご使用ください。

給　茶　部項　　目 冷　水　部（ＨＰＴ－３６０Ｍ１のみ）

製 品 寸 法 巾４５０ｍｍ×奥行５００ｍｍ（カップ置台取付時６３５ｍｍ）×高さ７８０ｍｍ（置台組合せ１４３０ｍｍ）

製 品 質 量 ３５ｋｇ【２３ｋｇ】

タ ン ク 容 量 ７．２Ｌ

約９０℃（８０～９８℃可能）

約１，２００ｍｌ（専用茶で約４２０ｇ）

湯 ・ 冷 水 温 度

４．９Ｌ

約４℃

１７５/１９０Ｗ

原料容器の容量

茶 の 葉 交 換 マイコン記憶による自動、又は茶の葉交換キーによる手動交換

給 水 管 口 径 Ｇ１/２Ａ

電　気

定　格

単相交流１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ共用

１，０１５Ｗ

ＬＥＤランプ

ーシーズ線ヒーター（１，０００Ｗ）

ーサーミスタによる電子コントロール

ー温度過昇防止器

完全密閉型ー

プレートフィン付チューブ（強制空冷）ー

フロンＨＦＣ－１３４ａー

ＩＢＣ（アイスバンクコントロール）ー

電　　源

消費電力

表 示

取扱・工事説明書、保証書、鍵付 属 品

加　熱

装　置

冷　却

装　置

電熱装置

温度調節

安全装置

圧 縮 機

凝 縮 機

冷　　媒

温度調節

● ＨＰＴ－３６０Ｍ１を主体に表示してあります。【　】内はＨＰＴ－２６０Ｍ１の仕様です。

こんなときは 調べるところ 処置のしかた

湯が沸かない

湯がぬるい

冷水の冷えが

わるい

（ＨＰＴ－３６０Ｍ１

のみ）

断水ランプが点滅

排水ランプが点滅

● 電源プラグがはずれていませんか？ ● 電源プラグをコンセントにしっかりと差し込ん

でください。

● 電源スイッチが切れていませんか？ ● 電源スイッチを入れてください。

● 水タンクに水は充分入っていますか？

 （下部給水タイプの場合）

● 水タンクの残水量が少なくなると本体へ給水しなく

なり、湯タンクの水位が下がりヒーターに通電され

なくなります。タンクに水を補給してください。

● 断水していませんか？

 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？

 （水道直結タイプの場合）

● 同上の理由でヒーターに通電されなくなりま

す。給水配管の止水栓を開いてください。

● 「週間予約」・「休日予約」の休止中ではありま

せんか？

● 運転再開まで待つか、「タイマー解除」キーで

一時解除してください。

● 湯排水コックはしっかりと閉まっていますか？ ● 湯が流れ出て、常に新しい水が入っているためです。

湯排水コックはしっかりと閉めてお使いください。

● 水タンクには水は充分入っていますか？

 （下部給水タイプの場合）

● 水を補給してください。

 約１時間（ＨＰＴ－２６０Ｍ１は約２時間）で湧き上がります。

● 本体後面の排気口が塞がっていませんか？ ● 本体を壁などの障害物から離してください。

● 直射日光が当たっていませんか？ ● 窓にブラインドなどをしてください。

● 近くに熱器具がありませんか？ ● 熱器具と離してください。

● 断水していませんか？

 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？

 （水道直結タイプの場合）

● 給水配管の止水栓を開いてください。

● 水タンクには水は充分入っていますか？

 （下部給水タイプの場合）

● 水を補給してください。

● 断水していませんか？

 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？

 （水道直結タイプの場合）

● 給水配管の止水栓を開いてください。

● 湯温の設定が低くなっていませんか？ ● お望みの温度に設定してください。

● 連続して多量の冷水を取り出した後ではありま

せんか？

● 再び冷えるまでしばらくお待ちください。

 約１０分で適温となります。

● 冷却用タンクに水が充分入っていますか？ ● 冷却用タンクに給水してください。

● 置台の排水タンク・容器が満水ではありませんか？ ● 排水タンク・容器の水をすててください。

● 湯タンクまたは冷却用タンクの水位が低くあり

ませんか？（休止モニターに表示されます）

● 湯タンクまたは冷却用タンクに給水してくださ

い。

運転音が大きい ● 機体が不安定ではありませんか？ ● 床にかいものなどをして、機体がグラグラしな

いように安定させてください。

● 機体が他の製品に触れていませんか？ ● 他の製品から離してください。

● 冷却用タンクに水が充分入っていますか？ ● 冷却用タンクに給水してください。
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● 水タンクには水は充分入っていますか？

 （下部給水タイプの場合）

● 水を補給してください。

 約１時間（ＨＰＴ－２６０Ｍ１は約２時間）で湧き上がります。

● 本体後面の排気口が塞がっていませんか？ ● 本体を壁などの障害物から離してください。

● 直射日光が当たっていませんか？ ● 窓にブラインドなどをしてください。

● 近くに熱器具がありませんか？ ● 熱器具と離してください。

● 断水していませんか？

 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？

 （水道直結タイプの場合）

● 給水配管の止水栓を開いてください。

● 水タンクには水は充分入っていますか？

 （下部給水タイプの場合）

● 水を補給してください。

● 断水していませんか？

 または給水配管の止水栓が閉まっていませんか？

 （水道直結タイプの場合）

● 給水配管の止水栓を開いてください。

● 湯温の設定が低くなっていませんか？ ● お望みの温度に設定してください。

● 連続して多量の冷水を取り出した後ではありま

せんか？

● 再び冷えるまでしばらくお待ちください。

 約１０分で適温となります。

● 冷却用タンクに水が充分入っていますか？ ● 冷却用タンクに給水してください。

● 置台の排水タンク・容器が満水ではありませんか？ ● 排水タンク・容器の水をすててください。

● 湯タンクまたは冷却用タンクの水位が低くあり

ませんか？（休止モニターに表示されます）

● 湯タンクまたは冷却用タンクに給水してくださ

い。

運転音が大きい ● 機体が不安定ではありませんか？ ● 床にかいものなどをして、機体がグラグラしな

いように安定させてください。

● 機体が他の製品に触れていませんか？ ● 他の製品から離してください。

● 冷却用タンクに水が充分入っていますか？ ● 冷却用タンクに給水してください。
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保証とアフターサービス（必ずお読みください）

３７２００１６９１０１

● この自動お茶いれ機の補修用性能部品の保有期間は、製造

打ち切り後、最低８年間です。

● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必

要な部品です。

出張修理修理を依頼されるときは

長年ご使用の自動お茶いれ機の点検を！

３７～３８ページに従って調べていただき、なお異常があるときは、電源を切り使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから

抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。

● ブレーカーがたびたび切れる。

● 電源コードや電源プラグに過熱や破損

がある。

● 運転音が異常に大きい。

● 電源スイッチの動作が不確実。

● その他の異常・故障がある。

このような症状のときは、

故障や事故防止のため、

電源スイッチを切り、コ

ンセントから電源プラグ

を抜いて必ず販売店に点

検・修理をご相談くださ

い。

このような

症状はあり

ませんか。

ご使用
中　止

保証書（別添） 補修用性能部品の保有期間

● この自動お茶いれ機には、保証書を別途添付しております。

● 保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入を

お確かめのうえ、販売店から受け取っていただき内容をよ

くお読みの後、大切に保管してください。

● この自動お茶いれ機の保証期間は、お買い上げいただいた

日から１年です。

 その他、詳しくは保証書をご覧ください。

■保証期間中は ■ご連絡いただきたい内容

■保証期間が過ぎている場合は

■修理料金の仕組み

保証書の規定にしたがって、販売店が修理させていただきます。なお、

修理に際しましては、保証書をご提示ください。

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談くだ

さい。修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修理させて

いただきます。

修理料金は技術料・部品代・出張料などで構成されています。

技 術 料

部 品 代

出 張 料

故障した商品を正常に修復するための料金です。

商品のある場所へ技術者を派遣する料金です。

修理に使用した部品代金です。

お買い上げの販売店名を記入されておくと便利です。

品 名 自動お茶いれ機

形 名 ＨＰＴ－３６０Ｍ１／ＨＰＴ－２６０Ｍ１

お買い上げ日 　　　年　　　月　　　日

故 障 の 状 況 できるだけ具体的に

ご 住 所
付近の目印等も合わせてお知らせく
ださい

お 名 前

電 話 番 号

訪 問 希 望 日

便 利 メ モ

ＴＥＬ．

自動お茶いれ機

取扱・工事説明書
形 名

HPT-360M1（冷水付）

HPT-260M1

● このたびは東芝自動お茶いれ機をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございました。

● この商品を安全に正しく使っていただくために、お使いになる前にこの取扱・工事説明書をよくお読みになり十分に理解してください。

● お読みになったあとはいつも手元においてご使用ください。

● この取扱・工事説明書はＨＰＴ－３６０Ｍ１をもとに説明してあります。なお、ＨＰＴ－２６０Ｍ１は注出できる飲料の数が変わるだけで使いか

たは同じです。

● 保証書を販売店から必ずお受けとりのうえ保存してください。
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